








長期入院中の慢性腎炎患者の生活活動実態を再検討し、基礎脈拍数による生活管理方法を

施行した。その結果、生活時間配分のアンバランスや消費熱量の少なさが明らかとなり、

日常生活内での心拍数が 120beats/hin 以上となることは稀であった。また、X-R管理図を

作成したが、現行生活内での運動等では影響がみられず、管理下における患者の腎機能や

尿所見の悪化もみられなかった。 


